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佐
渡
の
金
銀
山
史
を
彩
る
人
々

○
河

か
わ

村
む
ら

彦
ひ
こ

左ざ

衛え

門も
ん（

生
年
不
詳
〜
１
６
０
８
）

　

河
村
彦
左
衛
門
は
、
越え
ち

後ご
の

国く
に

（
新
潟
県
）

の
大
名
で
あ
っ
た
上う
え

杉す
ぎ

景か
げ

勝か
つ

の
家
臣
で
す
。

天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
、
景
勝
に
よ
っ
て

佐
渡
が
攻
略
さ
れ
る
と
、
上
杉
氏
が
派
遣
し

た
９
人
の
代
官
の
一
人
と
し
て
湊
町
（
現
在

の
両
津
地
区
）
に
居
住
し
ま
し
た
。
文
禄
４

年
（
１
５
９
５
）
、
景
勝
の
領
国
が
会
津
へ

移
さ
れ
る
と
、
鶴つ
る

子し

外と

山や
ま

（
現
在
の
佐
和
田

地
区
）
の
陣
屋
に
移
り
、
鶴
子
銀
山
の
経
営

を
担
当
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
２
年
〜
５
年
（
１
５
９
７
〜

１
６
０
０
）
に
か
け
て
河
村
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
慶け
い

長
ち
ょ
う

検け
ん

地ち

は
、
佐
渡
全
島
で
行
わ
れ

た
初
め
て
の
検
地
で
す
。
こ
の
検
地
に
よ
っ

て
、
地ち

字あ
ざ

・
刈か
り

高だ
か

・
名
前
が
記
さ
れ
た
検
地

帳
（
現
在
の
課
税
台
帳
）
が
作
ら
れ
、
年
貢

を
納
め
る
量
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
以
後
、
佐
渡
が
徳
川
幕
府

の
天
領
と
な
る
と
、
銀
山
経
営
の
才
覚
を

か
わ
れ
て
、
引
き
続
き
吉よ

し

田だ

佐さ

太た

郎ろ
う

・
田た

中な
か

清せ
い

六ろ
く

・
中な
か
が
わ
ち
か
ら

川
主
税
ら
と
と
も
に
４
代
官

の
一
人
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
慶
長
７
年

（
１
６
０
２
）
、
吉
田
・
中
川
が
佐
渡
に
、

田
中
・
河
村
は
江
戸
に
在
府
し
て
い
た
際

に
、
代
官
の
吉
田
佐
太
郎
が
年
貢
の
五
割
増

を
命
じ
た
こ
と
で
、
翌
年
に
新
穂
村
・
羽
茂

村
・
北
方
村
の
農
民
が
江
戸
に
出
訴
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
吉
田
は
切
腹
、
中

川
は
改
易
と
な
り
、
連
帯
責
任
に
よ
っ
て

そ
の
地
位
を
追
わ
れ
た
河
村
は
、
甥
の
い

る
村
上
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
、
慶
長
13
年

（
１
６
０
８
）
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

相
川
江
戸
沢
町
の
大だ
い

安あ
ん

寺じ

に
は
、
河
村
彦

左
衛
門
を
供
養
す
る
巨
大
な
五
輪
塔
が
残
さ

れ
て
お
り
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
田た

中
な
か

清
せ
い

六ろ
く

（
生
没
年
不
詳
）

　

田
中
清
六
は
、
近お
う
み
の
く
に

江
国
（
現
在
の
滋
賀

県
）
出
身
と
伝
え
ら
れ
、
主
に
越
え
ち
ぜ
ん
の
く
に

前
国
（
現

在
の
福
井
県
）
敦
賀
を
拠
点
と
す
る
北
国
海

運
に
従
事
し
て
い
た
商
人
で
し
た
。
慶
長
５

年
（
１
６
０
０
）
、
田
中
は
徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

に

よ
っ
て
佐
渡
代
官
の
一
人
に
任
命
さ
れ
、
翌

年
に
佐
渡
に
来
島
し
て
銀
山
や
地
方
を
統
治

し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
田
中
清
六
が
拠
点
を
置
い
た
地

が
佐
和
田
地
区
の
田
中
村
で
あ
る
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
白
山
神
社
境
内
な
ど

の
一
部
で
は
「
田
中
」
と
い
う
字
名
が
残
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
は
田
中
村
周
辺
の
村
名
に

す
べ
て
「
五い

か

り
十
里
」
名
が
付
け
ら
れ
る
の
に

対
し
て
、
こ
の
地
域
だ
け
「
田
中
村
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
の
は
、
田
中
清
六
と
の
関
係
性

を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

銀
山
経
営
に
の
り
だ
し
た
田
中
は
、
運う

ん

上じ
ょ
う

入
に
ゅ
う

札さ
つ

制せ
い

と
い
う
制
度
を
採
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
金
銀
鉱
脈
の
発
見
者
が
そ
の

場
所
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
稼
ぐ
の
で
は
な

く
、
発
見
者
が
あ
る
程
度
の
利
益
を
あ
げ
た

後
に
、
標
準
で
10
日
間
と
期
間
を
区
切
っ
て

運
上
（
現
在
の
営
業
税
）
の
額
を
入
札
さ

せ
、
高
額
入
札
者
に
そ
の
期
間
を
稼
が
せ
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
短
期
間
で
金
銀
山

を
稼
ご
う
と
す
る
山
師
や
金か
な

穿ほ

り
が
続
々

と
佐
渡
に
来
島
し
、
佐
渡
金
銀
山
が
大
発

展
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
慶
長
７
年

（
１
６
０
２
）
、
田
中
か
ら
家
康
の
も
と
に

送
ら
れ
た
銀
は
１
万
貫
（
金
に
換
算
す
る
と

17
万
両
）
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
、
代
官
の
吉
田
佐
太
郎
に
よ
る
年
貢
の

５
割
増
の
命
令
に
よ
っ
て
、
翌
慶
長
８
年

（
１
６
０
３
）
年
に
新
穂
村
・
羽
茂
村
・
北

方
村
の
農
民
が
江
戸
に
出
訴
し
た
こ
と
で
、

河
村
彦
左
衛
門
と
同
じ
く
連
帯
責
任
に
よ
っ

て
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
ま
し
た
が
、
次
の
代

官
職
を
引
き
継
い
だ
の
が
大お
お

久く

保ぼ

長な
が

安や
す

で
し

た
。

　

現
在
で
は
、
田
中
清
六
の
足
跡
を
残
す

「
斎
藤
お
も
や
文
書
」
が
佐
渡
博
物
館
に
寄

託
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆河村彦左衛門(右)と田中清六(左)の
　花押（斎藤おもや文書）

◆
教
育
委
員
会　

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課

☎
27—

４
１
７
０

◆
国
指
定
史
跡

　「
河
村
彦
左
衛
門
供
養
塔
」（
大
安
寺
）

◆
市
指
定
文
化
財「
真
光
寺
村
慶
長
検
地
帳
」


